
会社の概況 （2024年9月30日現在）

商号 株式会社　上組（Kamigumi Co.,Ltd.）

創業 1867（慶応3）年（設立：1947年2月28日）

資本金 31,642,266,011円

従業員 3,671名（連結：4,210名）

本店 神戸市中央区浜辺通四丁目1番11号

主要な
事業内容

物 流 事 業 港湾運送、倉庫、国内運送、工場荷役請負、
国際運送、物流その他

そ の 他 事 業 重量・建設、その他

株主メモ
事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

基準日 定時株主総会		  3月31日
剰余金の配当	 中間	 9月30日　期末　3月31日

株主名簿管理人
特別口座の
口座管理機関

三菱UFJ信託銀行株式会社

同連絡先
（お問い合わせ先）

〒541-8502　大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
電話（通話料無料）0120-094-777

公告方法

電子公告
当社ウェブサイト（https://www.kamigumi.co.jp/）
に掲載いたします。
ただし、やむを得ない事由によって電子公告によること
ができない場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

単元株式数 100株
（ご注意）
1．�株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開

設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設
されている証券会社等にお問い合わせください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀
行）ではお取扱いできませんのでご注意ください。

2．�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託
銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱
UFJ信託銀行）にお問い合わせください。なお、三菱UFJ信託銀行本支店にてもお
取次ぎいたします。

3．�未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

当社は、最適な資本構成を勘案しつつ、持続的な企業価値の向上を目
指し、成長投資や内部留保を確保したうえで、安定的な利益還元を継
続することを基本方針としております。
利益還元については連結配当性向を基準とした配当を基礎とし、自己
株式の取得についても適宜、実施してまいります。
なお、本中期経営計画期間中は、連結配当性向40％、総還元性向
90％を目安に利益還元を実施いたします。
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1株当たりの配当金　　中間　　期末
配当性向　　　

配当金と連結配当性向の推移

株主様への還元方針

発行可能株式総数 250,000,000株
発行済株式の総数 112,076,837株
株主数 7,852名

大株主（上位10名）

株　主　名 持株数（千株） 持株比率（%）

日本マスタートラスト信託銀行㈱（信託口） 14,502 13.62

かみぐみ共栄会 7,278 6.83

㈱日本カストディ銀行（信託口） 6,568 6.16

上組社員持株会 3,492 3.28

全国共済農業協同組合連合会 2,772 2.60

STATE STREET BANK AND TRUST 
COMPANY 505025 2,747 2.58

（一財）村尾育英会 2,456 2.30

STATE STREET BANK AND TRUST 
COMPANY 505001 2,387 2.24

日本生命保険（相） 2,271 2.13

住友生命保険（相） 2,250 2.11
※1　自己株式5,608千株は、上記大株主から除いています。
※2　持株数は千株未満を切り捨てて表示しています。
※3　持株比率は自己株式を控除して算出し、小数点以下第3位を切り捨てて表示しています。

株式の状況 （2024年9月30日現在）

株式の状況／会社の概要

役員 （2024年9月30日現在）

取締役

代表取締役社長 深井　義博

代表取締役 田原　典人

取締役 平松　宏一

取締役 長田　行弘

取締役 椎野　和久

取締役（社外） 石橋　伸子

取締役（社外） 保坂　　收

取締役（社外） 松村　はるみ

監査役

常任監査役（常勤） 堀内　敏弘

監査役（社外） 黒田　　愛

監査役（社外） 秀島　友和

監査役（社外） 佐々木　聖子

Stock Information／Corporate Profile

本アンケートは、株式会社プロネクサスの提供する「コエキク」サービスにより実施いたします。
アンケートのお問い合わせ「コエキク事務局」        koekiku@pronexus.co.jp

株主アンケートにご協力ください

https://koekiku.jp
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2024年9月30日

KAMIGUMI REPORT
世界の物流をデザインする。

株式会社上組
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※上記の営業収益およびセグメント利益の数値は、セグメント間の取引消去前の数値を記載しています。
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物流事業

営業収益 営業利益 親会社株主に帰属する中間（当期）純利益

その他事業構成比
86.0％

構成比
14.0％

■ �飼料、穀物および青果物の取扱量の持直し
■ �三国間輸送の取扱量が増加

■ �発電所関連機器の運搬・据付作業案件が増加
■ �新車整備の取扱台数が増加

詳細は当社ウェブサイトに掲載されているIR情報をご覧ください。

https://www.kamigumi.co.jp/ir/

119,781百万円 14,437百万円
営業収益

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

セグメント利益

前年同期比2.6%増 前年同期比7.1%増 
19,476百万円 2,432百万円

営業収益 セグメント利益

前年同期比2.6%増 前年同期比25.3%増 

13,519百万円 前年同期比
7.2%増16,875百万円 前年同期比

9.3%増137,656百万円 前年同期比
2.3%増

連結財務ハイライト Consolidated Financial Highlights

セグメント別概況 Segment Review

　当中間連結会計期間における営業収益は、港湾運送事業の取扱量増加に伴い、前年同期と比べて2.3％増収の1,376億56百万円
となりました。利益面におきましても、営業利益は前年同期と比べて9.3％増益の168億75百万円、親会社株主に帰属する中間純
利益は前年同期に比べて7.2％増益の135億19百万円となりました。

https://www.kamigumi.co.jp/ir/
https://www.kamigumi.co.jp/
https://koekiku.jp


当社は、1867年の神戸港開港とともに港湾運送業者と
して創業して以来、倉庫保管、陸上輸送、重量貨物運搬、
コンテナターミナルの運営なども手掛ける総合物流企業へ
と成長を遂げ、全国の主要港湾で事業を行っています。重
要な社会インフラとしての港湾を中心に事業展開する当社
は、事業を通じ、物流インフラの安定と発展に貢献するこ
とが、サステナブルな社会の実現に寄与するものと考えて
います。

サステナビリティ体制の推進にあたっては、「サステナ
ビリティ委員会」を中心に、ESG（環境・社会・ガバナン
ス）の観点から策定したマテリアリティ（重要課題）に取

り組んでおり、達成したマテリアリティについては都度見
直しを行うなど、進捗状況について取締役会でモニタリン
グを行っています。

本年に入り、代表的なESG投資指数の構成銘柄に相次い
で選定されるなど、当社のESGの取組みに対して一定の評
価をいただいています。

近年では、脱炭素社会の実現に向けた動きが世界的に加
速する中、風力発電やバイオマス発電をはじめとする新エネ
ルギー需要の増加により、関連市場の成⻑が予想されます。

当社では、中期経営計画の重点戦略として、新エネル
ギー関連物流に取り組んでおり、これまで風力発電設備の
プロジェクト輸送やバイオマス発電関連設備の運搬・据付け
に携わるなど、実績を重ねてまいりました。本年4月には、
全社を横断的に統括管理する部署として「新エネルギープ
ロジェクト事業部」を立ち上げており、グループ一丸となっ
て今後も本分野における取組みを強化してまいります。

直近では、自然環境によって発電量が変動しやすい再生
可能エネルギーの安定供給を可能とする電力源として年々
重要度が増している系統用蓄電池の輸送を実施しました。こ
れは同事業部が主体となり、自社施設や子会社の車両を活
用し、北関東方面への一貫輸送（海上輸送の手配から荷揚
げ、保管、国内輸送、据付けまで）を行ったもので、当社
グループの資産を活用した横断的な取組みの一例です。

また、兵庫県加西市にて、系統用蓄電池事業へ参入する
ことを決定しました。本事業では、電力余剰時に蓄電（購入）
し、高需要時に放電（売電）することで収益を確保しつつ、
電力供給の安定にも貢献してまいります。蓄電池事業所は
2025年1月に着工を予定しており、2026年2月の竣工・稼
働開始に向けて準備を進めています。

当社は、今後さらに需要拡大が期待される新エネルギー
関連事業の業容拡大に努めるとともに、持続可能な社会の
実現に貢献してまいります。

当社は、川崎汽船グループの国際輸送部門を務めるケイ
ラインロジスティックス㈱（以下、「KLL」）の一部株式取得
について、川崎汽船㈱と合意しました。同社が保有する
KLLの全株式を新たに設立される持株会社（KLKGロジス
ティックスホールディングス㈱）に移転し、当社が持株会社
の47％の株式を川崎汽船㈱より取得します。

当社と川崎汽船㈱は、国内港湾運送事業子会社の完全
親会社を共同運営するなど、かねてより港湾物流分野で協
業関係にありますが、今後は国際物流分野でも協業してま
いります。今回の株式取得によって、海外20カ国以上に拠
点を擁するKLLのグローバルネットワークを活かし、当社が
中期経営計画に掲げる「海外事業の強化」を強く推進して
いきます。

当社のグループ企業である岩川醸造㈱が製造・販売する
本格芋焼酎「おやっとさあ」が発売30周年を迎えました。
鹿児島県内を中心に大好評の「おやっとさあ」は、品質・
価格ともに自信を持ってお勧めする本格芋焼酎です。商品
名の「おやっとさあ」は鹿児島弁で「お疲れさま」の意味で
使われているものです。

岩川醸造㈱では発売30周年を記念し、記念パッケージの
販売や豪華景品が当たるLINE登録キャンペーンを開催して
います。たくさんのご応募をお待ちしています。ぜひ、30
周年のこの機会に本格芋焼酎「おやっとさあ」をご賞味くだ
さい。

30周年記念キャンペーンについて詳しくは
岩川醸造㈱のホームページをご覧ください。
https://iwagawa.co.jp/

川崎汽船㈱の連結子会社の株式取得 本格芋焼酎「おやっとさあ」30th Anniversary
～30周年記念キャンペーンを開催中～

上組のサステナビリティについて
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Topics

新エネルギー関連事業の強化について

持株会社
（KLKGロジスティックスホールディングス㈱）

ケイラインロジスティックス㈱
（KLL）

持株会社の資本構成

47% 53%

95.96%

㈱上組 川崎汽船㈱

上組のマテリアリティはこちら→

株主の皆様へ To Our Shareholders

代表取締役社長

社会のニーズに応える事業活動の推進

トップメッセージ

マテリアリティ

ESG投資指数の銘柄選定に
ついてはこちら→

系統用蓄電池の積込作業風景（上組東京多目的物流センター（TMDC））

加西メガパワー蓄電所（仮称）完成予想図

物流インフラを支える企業として、 
持続可能な社会の実現に貢献します。

https://iwagawa.co.jp/

